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    議長 副議長 局長 次長 副課長 係長 

               

    委員長  副委員長 書         記 

              

会         議        記         録 

会 議 の 名 称 議会運営委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員 鈴木智 

日 時 平成２８年６月２２日（水曜日） 
開 議   午後 ２ 時 ０６ 分 

閉 議   午後 ２ 時 ４８ 分  

出席委員 
○藤本 奥野 田中 小島 木曽 石野  ＜西口議長＞＜福井副議長＞ 

（欠席：堤委員長） 

執行機関 

出席者 
 

 

事務局 

出席者 

 

門事務局長、山内次長、船越副課長、鈴木議事調査係長、三宅主任、池永主任   

        

傍聴 可 市民０名 報道関係者０名 議員０名（  ） 

会 議 の 概 要 
 

〔藤本副委員長 開議〕 
１ 定例会最終日（６月２３日）について 

 〔事務局長 説明〕 
 

２ 人事議案について 

 〔事務局長 説明〕 
 

３ 委員の推せんについて 

 〔事務局長 説明〕 
 

４ 決算特別委員会の設置について 

〔事務局長 説明〕 
 

５ 京都スタジアム（仮称）に関する特別委員会について 

 〔事務局長 説明〕 
＜藤本副委員長＞ 
 各委員の意見を聞きたい。 
＜石野委員＞ 
 特別委員会を設置するのはよいが、現時点では時期尚早である。 
＜小島委員＞ 
 過去のことは議論するべきではない。特別委員会を設置するのはよいが、設置する

時期を考えるべきである。 
＜奥野委員＞ 



2 
 

 小島委員と同様に考えている。 
＜木曽委員＞ 
 今定例会中に特別委員会を設置するべきと考えている。 
＜田中委員＞ 
 木曽委員と同様に考えている。 
＜藤本副委員長＞ 
 調査項目は何か。 
＜田中委員＞ 
 今後どうしていくのかを含め、全般について対象と考えている。 
＜木曽委員＞ 
 市民の関心は高まっている。議会は何をしているのだという問い合わせがある。こ

のため特別委員会を設置して、いつでもしっかりとした対策をとれるようにしてお

くべきと考えている。 
＜小島委員＞ 
 これまで全員協議会で市長から状況を報告されてきた。スタジアムの建設場所が決

定してから特別委員会を設置しても問題ないと考える。 
＜木曽委員＞ 
 特別委員会を設置してもよいと考えられているならば、今定例会中に設置しておい

て、いつでも対応できるようにしてはどうか。市民は議会が何をしているのか分か

らない。特別委員会を設置し閉会中にも議論できるようにしておけばよい。 
＜藤本副委員長＞ 
 公明党議員団としては、測量の問題は理事者で検討されており、今後説明されるこ

ととなっているため、そのことについての特別委員会を設置する必要はないと考え

る。早急に特別委員会を設置し議会が動けば、京都府や地元の混乱を招く恐れがあ

る。このためこれまでのように市長から説明を受け、疑義があり調査するべきこと

がある場合は臨時会で特別委員会を設置して対応していけばよい。前もって設置す

るのはいかがなものかと考えている。 
＜木曽委員＞ 
 方向性が出てから特別委員会を設置するという考え方は私にはよく分からない。 
＜藤本副委員長＞ 
 市長は必ず議会に進捗状況を説明して決定されるものと考えている。土地測量の問

題と今後のスタジアム建設は別のものとして考えるべきである。 

＜木曽委員＞ 

 いずれ特別委員会を設置するのであれば、９月定例会など今後のスケジュールのこ

とを考えると、臨時会を開催して特別委員会を設置するのはいかがなものかと考え

る。 

＜藤本副委員長＞ 

 全員協議会で説明を受けていくことでは不十分なのか。 

＜木曽委員＞ 

 建設するかやめるかという切羽詰まった状況であると市長は言われている。これか

た起こることにしっかりと構えておくべきと考えている。 

＜藤本副委員長＞ 

 今定例会中に特別委員会を設置するのか、臨時会を開いて設置するのか採決をとり

たいと考える。 

＜木曽委員＞ 
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 採決により進めるものではない。議会として一致して進めるべきである。 

＜石野委員＞ 

 現時点では明確でない点が多く、はっきりしたら特別委員会を設置すればよい。 

＜藤本副委員長＞ 

 状況により臨時会を開催し特別委員会を設置することとしたい。 

＜木曽委員＞ 
 特別委員会の設置は全会一致で進めるべきであり多数決で決めることではない。副

委員長に整理していただきたい。 
＜藤本副委員長＞ 
 スタジアムに関する特別委員会については、時期を考え論点を明確にしてから設置

することとする。 

＜木曽委員＞ 
 スタジアムに関する新たな内容が出てきたら、臨時会を開き特別委員会を設置する

ことでよいのか。 
＜石野委員＞ 
 その際には会派で検討していきたい。 
＜藤本副委員長＞ 
 明日の議会運営委員会で再度確認する。 

 

６ 政策研究会について 

〔事務局長 説明〕 
＜藤本副委員長＞ 
 議会運営委員会でどのように取り扱うか意見をいただきたい。 
＜田中委員＞ 
 政策研究会の意向はどうか。 
＜小島委員＞ 
 市長に提言したいと考えている。 

＜田中委員＞ 

 政策研究会の責任において提言すればよい。 

＜木曽委員＞ 

 政策研究会の責任において提言すればよい。 

＜石野委員＞ 

 政策研究会の責任において提言すればよい。 

＜木曽委員＞ 

 政策研究会が提言することとで整理いただきたい。 

＜事務局長＞ 

 政策研究会として市長に提言書を提出いただくよう事務局として改めて提案する。 

＜藤本副委員長＞ 

 そのように取り扱うこととする。 

―全員了― 

 

７ 議会報告会について（広報広聴会議の報告） 

〔事務局長 説明〕 
 

８ ９月定例会日程について 
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〔事務局長 説明〕 
 

９ その他 

 （１）会議日程 
〔事務局長 説明〕 
 

      １４：４８ 


